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地域公共交通の再編成について
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はじめに「枝幸町地域公共交通網形成計画」

◆ この計画が目指すもの

日本全体が人口減少局面に入っているなか、枝幸町も少子
高齢化・人口減少が進行しています。

また、環境問題や防災意識の高まり、地方創生の進展など
で社会情勢も大きく変化すると同時に地域公共交通の重要性
が高まってきました。

一方で、民間事業者により運営されている路線バスは、利
用者の減少等で国や道の補助基準を満たさなくなり、今後は、
町による運行経費補助のみで維持しなければならず、財政負
担が大幅に増加する状況です。

これらのことから、枝幸町では多様化するニーズに応える
ため、公共交通ネットワークの再編を図り、公共交通空白地
域の解消や町民の足の確保など、持続可能な公共交通体系の
構築と住みよいまちづくりを目指すため、「枝幸町地域公共
交通網形成計画」を令和元年９月に策定しました。

地域公共交通に係る調査の実施や交通事業者、町民、行政
などの関係者による「枝幸町地域公共交通活性化協議会」に
おいて協議・検討を行って策定しました。

・住民アンケート調査：2,000世帯へ配布、回収率37.8％

・バス利用実態調査アンケート：
町内バス全便対象、全２回

・地域公共交通活性化協議会：全３回

◆ 計画を策定するまでの工程

◆ 枝幸町が目指す地域公共交通の将来像

将来に向けた枝幸町の公共交通像は、既存の都市間バスや郊外線（浜頓別

線・雄武線）の効率化を図るとともに、歌登線・三笠線のバス路線の再構築
による町内移動を支える公共交通サービスを検討します。また、枝幸市街
地の交通結節点機能強化や交通空白地域・空白時間帯における新たな公共
交通の導入について検討します。

「地域公共交通の将来像」

選択と集中によるバス路線の効率化と持続可能な公共交通体系の再構築
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１．これまでの取組内容について

① 浜頓別線

令和２年４月１日から「浜頓別方面行」と「枝幸
方面行」の各１便を減便したほか、枝幸方面行の１
便を土・日・祝日・休校日の運休などの見直しを行
いました。

枝幸市街地

歌登市街地

オホーツク海

至 浜頓別

至 音標・雄武

① 浜頓別線

② 音標・雄武線

令和２年４月１日から「雄武方面行」と「枝幸方
面行」の各１便を減便したほか、枝幸方面行の１便
を土・日・祝日・休校日の運休などの見直しを行い
ました。② 音標・

雄武線

③ デマンド型交通（実験運行）

新たな交通モードとして公共交通のカバー率が
50％以下となっている「音標・雄武線」の沿線にあ
たる枝幸南部地区の内陸部を運行エリアとして、令
和２年１０月からデマンド型交通※の実験運行を開
始しました。

また、令和３年４月からは、利用者のニーズに応
える形で、毎週「月曜日」と「水曜日」の運行を
「水曜日」と「金曜日」に変更し、運行業務の委託
料についても、実績に応じた体系に見直しを行って
います。

※デマンド型交通：利用者からの予約があるときにだけ運行するもの。

枝 幸 町

③ デマンド型交通
（岡島～音標／上音標）

◆郊外線（浜頓別線・雄武線）の効率化
◆交通空白地域・空白時間帯における新たな公共交通の導入

-2-



２．歌登線の方向性について

３．地域生活支援交通の方向性について

枝幸市街地

歌登市街地

オホーツク海

至 浜頓別

至 音標・雄武
枝 幸 町

◆市街地循環線（健康回復村）の見直し
◆志美宇丹方面、毛登別・本幌別方面線の今後について

健康回復村

② 市街地循環線

③ 志美宇丹方面
毛登別・本幌別方面線

① 歌登線

① 歌登線

主に通学の10代と、通院・買い物が目的の70～80代
の利用が多く、枝幸方面行と歌登方面行のどちらかで利
用人数の多い少ないはあるものの、各時間帯で利用があ
ります。

今後の方向性としては、近年の収支状況から見て現行
の運行体系を維持することは困難であることから、枝幸
市街循環の三笠線と統合し、令和４年７月からコミュニ
ティバスへの転換を実施します。

② 市街循環線

平成31年3月で「うたのぼり湯」が廃止となったこと
から、歌登バスターミナルから健康回復村までの区間を
増便運行してきましたが、乗車人数が著しく少ないこと
から、第２便については、令和３年６月末をもって減便
する見直しを行いました。

③ 志美宇丹方面、毛登別・本幌別方面線

公共交通空白地域を支援するため、年齢を問わず事前
予約制で自宅から歌登診療所、歌登ターミナルまでのデ
マンド型交通として利用されています。

今後の方向性としては、アンケート調査結果や枝幸南
部地区で実験運行しているデマンド型交通の本格運行を
見据え、利用対象や運行便数など運用制度の統一を実施
します。

◆歌登線、三笠線のバス路線の再構築による町内移動を支える公共交通サービスを検討
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地域生活支援交通：志美宇丹方面の利用者と委託料の推移

（単位：業務委託料,千円・年間利用者数,人）

地域生活支援交通：毛登別・本幌別方面の利用者と委託料の推移
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歌登線のコミュニティバス化へのコンセンサス（＝ 路線定期運行の廃止）
【背景と理由】

令和元年9月策定の「枝幸町地域公共交通網形成計画」に基づく、「歌登線と三笠線の統合による効率的な運行の実現など、移動実態に即した町内の公共交通サービ
スを検討」するとした個別施策として実施するもの。

この計画に基づいた具体的な取組みとしては、令和２年４月１日に郊外線である「浜頓別線・雄武線」において、それぞれ各１便を減便したほか、土日・祝日・休
校日の運休等の見直しを行っている。また、枝幸南部地区の内陸部を運行エリアとする新たな交通モードとして、令和２年10月からデマンド型交通の実験運行を開始
している。

地域公共交通サービスへの財政負担額は、ここ数年 約7,000万円で推移していたが、令和2年度から「浜頓別線・雄武線」への国・北海道の補助金が対象外になっ
たことや、新型コロナウイルス感染症の拡大による収益の減少によって、令和２年度の負担は 1億349万円となり、令和３年度当初予算時点でも 9,474万円に上り、
負担額が一気に増加している。

また、特定目的基金である

「交通輸送等整備推進基金」の残高は、

平成24年から平成30年まで約3億

9,000万円で推移してきたが、近年の

急激な町財政状況の悪化により、枝幸

バスターミナル改修などの事業やバス

路線の赤字補てん補助金の財源として

運用せざるを得なくなったことで、令

和３年度当初予算時点では1億9,919

万円と、この３年間で約2億円を取り

崩しており、極めて厳しい状況である。

こうしたことから、地域公共交通の

将来像として掲げている「選択と集中

によるバス路線の効率化と持続可能な

公共交通体系の再構築」を実現するた

め、歌登線のコミュニティバス化

への転換を進めるもの。

宗谷バス株式会社との協議事項Ⅰ
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歌登線と三笠線の統合によるコミュニティバス路線への再構築

項 目 現 行：R4.6月まで 再 編 後：R4.7月～

① 運行路線 歌登線 枝幸市街 ⇔ 歌登市街（三笠線統合）

② 事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業
コミュニティバス（一部民間委託）
※無料とするため、道路運送法の許認可不要

③ 運営主体 宗谷バス株式会社 枝幸町

④ 運行事業者 宗谷バス株式会社 枝幸町（直営及び民間委託）

⑤ 運行形態 路線定期運行 定期運行（共通乗降型）

⑥ 運行車両 大型バス・中型バス（自社車両） 中型バス（町所有バス・貸与）

⑦ 運行便数

平日
歌登方面行：4便 枝幸方面行：5便

土日祝・休校日
歌登方面行：4便 枝幸方面行：4便

平日
歌登市街行：3便（直営1便、委託2便）

枝幸市街行：3便（直営2便、委託1便）

土日・祝日
歌登市街行：2便（委託2便）

枝幸市街行：2便（委託2便 ※協議中）

⑧ 運賃体系 キロ程運賃 無 料（利用者全員）

⑨ 運行ルート 歌登西町～歌登BT～枝幸BT～国保病院
歌登西町 ～ 歌登BT ～（枝幸高校・市街循環）

～ 国保病院 ～ 枝幸BT
※運行便によって経路が異なります。

町の方向性

宗谷バス㈱の路線定期運行を廃止し、コミュニティバス路線への転換を図り、直営運行と民間委託運行の分担運行により、財政面や
更なる運行便数の見直しに即応できる体系に移行する。

★現行：R3単独路線予算計上額（歌登線、三笠線）：12,236千円
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コミュニティバス【再編案】

歌登市街行
音標・雄武線
雄武方面行

停/便 1
(175人/月)

2
(244人/月)

枝幸戻回送

3
(298人/月)

枝幸戻回送
停/便 2

枝幸TM発 委託便 直営便 委託便 委託便 枝幸TM 13：00

北幸団地前 12：14

平
日

-

土
日
・
祝
日

15：49

平
日

-

土
日
・
祝
日

-

土
日
・
祝
日

運
休

川 尻 13：11

ニュー幸林 12：16 - 15：51 - - 岡 島 13：13

ｳｴﾝﾅｲ団地前 12：18 - 15：53 - - 徳志別 13：17

安田団地前 12：19 - 15：54 - - 山 臼 13：20

高校前 12：21 - 15：56 - 近太虫 13：24

国保病院 12：22 - 15：57 - - 乙忠部 13：28

枝幸TM 12：25 12：25 16：00 16：00 19：05 先沖内 13：33

本町 12：26 12：26 16：01 16：01 19：06 風烈布 13：35

歌登出張所前 12：44 12：44 16：19 16：19 19：24 小樽弁 13：38

歌登TM 12：46 12：46 16：21 16：21 19：26 音 標 13：42

歌登西町 12：48 12：48 16：23 16：23 19：28 郡 界 13：45

桧垣会館前 12：50 12：50 16：25 16：25 19：30

※R4.10月～
若葉団地前 12：52 12：52 16：27 16：27 19：32

枝幸市街行
音標・雄武線
枝幸方面行

停/便
1

(388人/月)

歌登行回送
停/便

2
(347人/月)

歌登行回送

3
(62人/月)

停/便 3

直営便 直営便
直営又は

委託
委託便 郡 界 13：57

歌登西町 7：41

土
日
・
祝
日

運
休

歌登西町 8：50

平
日

8：50

土
日
・
祝
日

12：48

平
日

12：48

土
日
・
祝
日

音 標 14：00

桧垣会館前 7：43 桧垣会館前 8：52 8：52 12：50 12：50 小樽弁 14：04

若葉団地前 7：45 若葉団地前 8：54 8：54 12：52 12：52 風烈布 14：07

歌登TM 7：47 歌登TM 8：56 8：56 12：54 12：54 先沖内 14：09

歌登出張所前 7：49 歌登出張所前 8：58 8：58 12：56 12：56 乙忠部 14：14

高校前 8：10 本町 9：18 9：18 13：16 13：16 近太虫 14：18

国保病院 8：13 枝幸TM 9：19 9：19 13：17 13：17 山 臼 14：22

枝幸TM 8：16 国保病院 9：22 - 13：20 - 徳志別 14：25

- - 高校前 9：23 - 13：21 - 岡 島 14：29

- - 安田団地前 9：25 - 13：23 - 川 尻 14：31

- - ｳｴﾝﾅｲ団地前 9：26 - 13：24 - 枝幸TM 14：45

- - ニュー幸林 9：28 - 13：26 -

※R4.10月～- - 北幸団地前 9：30 - 13：28 -

- - 枝幸TM 9：34 - 13：32 -

歌登線【現 行】

歌登方面行

停/便 1
(8人/月)

2
(175人/月)

3
(244人/月)

4
(298人/月)

枝幸国保病院 - 12：22 15：57 -

枝幸ターミナル 8：35 12：25 16：00 19：05

下幌別 8：41 12：31 16：06 19：11

金駒内 8：44 12：34 16：09 19：14

般家内 8：52 12：42 16：17 19：22

歌登土木前 8：54 12：44 16：19 19：24

歌登西町 8：56 12：46 16：21 19：26

歌登ターミナル 8：58 12：48 16：23 19：28

枝幸方面行

停/便 1
(388人/月)

2
(347人/月)

3
(62人/月)

4
(12人/月)

5
(4人/月)

歌登西町 7：38

土
日
祝
・
休
校
日
運
休

- - - -

歌登ターミナル 7：40 9：02 12：52 16：27 19：32

歌登土木前 7：42 9：03 12：53 16：28 19：33

般家内 7：44 9：05 12：55 16：30 19：35

金駒内 7：52 9：13 13：03 16：38 19：43

下幌別 7：55 9：16 13：06 16：41 19：46

枝幸ターミナル 8：04 9：25 13：15 16：50 19：55

枝幸国保病院 8：13 9：28 13：18 - -

① 「橙色枠」については、民間委託による運行とします。
② 枝幸市街行「１便」と、歌登市街行「３便」は、土日・祝日は運休とします。
③ 枝幸市街行「２便」は、平日は直営による運行とし、土日・祝日は民間委託による運行とします。
④ 歌登市街行「２便」は、平日は直営による運行とし、土日・祝日は民間委託による運行とします。
⑤ 枝幸市街行「２便」、歌登市街行「１便・２便」は、歌登地区郊外運行のデマンドタクシーへの接続便となります。
⑥ 12月30日～１月４日は運休とします。
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枝幸市街運行経路
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歌登市街運行経路
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枝幸南部地区（毎週水曜日・金曜日運行） 現行（実験運行）

往路 1便
（枝幸市街行）

復路 1便
（自宅行）

復路 2便
（自宅行）

出 発 ｼﾋﾞﾙﾊｲﾔｰ 09：00 国保病院 12：30 15：00

経由地

音 標 09：33 岡 島 12：53 15：23

上音標 09：47 徳志別 12：56 15：26

風烈布 10：04 山 臼 13：09 15：39

乙忠部 10：08 乙忠部 13：24 15：54

山 臼 10：23 風烈布 13：28 15：58

徳志別 10：36 上音標 13：45 16：15

岡 島 10：39 音 標 13：59 16：29

到 着 国保病院 11：02 ｼﾋﾞﾙﾊｲﾔｰ 14：32 17：02

枝幸南部地区 デマンド型乗合タクシー
（毎週水曜日・金曜日運行） 変更案

往路 1便
（枝幸市街行）

復路 1便
（自宅行）

復路 2便
（自宅行）

出 発 車 庫 08：30 国保病院 12：30 15：00

経由地

音 標 09：03 岡 島 12：53 15：23

上音標 09：17 徳志別 12：56 15：26

風烈布 09：34 山 臼 13：09 15：39

乙忠部 09：38 乙忠部 13：24 15：54

山 臼 09：53 風烈布 13：28 15：58

徳志別 10：06 上音標 13：45 16：15

岡 島 10：09 音 標 13：59 16：29

到 着 国保病院 10：32 車 庫 14：32 17：02

地域生活支援交通《歌登地区》（毎週月曜日～金曜日） 現 行

運行地区 経路 停留所 1便 2便 3便

志美宇丹方面・
東歌登・
パンケナイ地区
（※ﾋﾟｰｸﾙ振興㈲）

毛登別・本幌別
方面・中央・西
歌登地区
（㈲歌登ﾊｲﾔｰ）

往路

自宅発 08：10 12：00 -

歌登診療所 08：45 12：35 -

歌登BT着 08：50 12：40 -

復路

歌登BT発 11：10 12：50 16：25

歌登診療所 11：15 12：55 16：30

自宅着 11：50 13：30 17：05

運休日は、枝幸町の休日に関する条例に定める休日

歌登地区 デマンド型乗合タクシー
（毎週水曜日・金曜日運行） 変更案

運行地区 経路 停留所 1便 2便 3便

志美宇丹方面・
東歌登・
パンケナイ地区
（※ﾋﾟｰｸﾙ振興㈲）

毛登別・本幌別
方面・中央・西
歌登地区
（㈲歌登ﾊｲﾔｰ）

往路

自宅発 08：10 - -

歌登BT着 08：50 - -

復路

歌登BT発 12：50 16：25 -

自宅着 13：30 17：05 -

■両地区とも土日・祝日及び年末年始（12月30日～1月4日）は運休とします。

デマンド型乗合タクシー運行表（変更案）
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・市街地循環線（健康回復村）の見直し
・志美宇丹方面、毛登別・本幌別方面線の今後について

当面のスケジュールについて

区 分

令和３年度 令和４年度

８ ９ 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

本格運行を見据えた
制度内容と運行計画の決定

素案
作成

案作成・最終調整
・許認可手続きなど

案
決定

規則改正・利用者周知・移
行準備など

見直しによる運行開始

枝幸町地域公共交通活性化協議会

（地域公共交通会議）

素案
説明

(書面)

案
説明

案
説明

R4第１回

枝幸町議会
まち
特

まち
特

まち
特

まち
特

１．デマンド型乗合タクシー路線（①枝幸南部方面 ②志美宇丹方面 ③毛登別・本幌別方面）

２．コミュニティバス路線（歌登線・三笠線統合）

区 分

令和３年度 令和４年度

８ ９ 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

コミュニティ運行に向けた
運行体系と運行計画の決定

素案
作成

案作成・最終調整
・許認可手続きなど

案
決定

条例整備・住民周知・移行準備など
運行
開始

音標・
雄武線
運行開

始

枝幸町地域公共交通活性化協議会

（地域公共交通会議）

素案
説明

(書面)

案
説明

案
説明

R4第１回

枝幸町議会
まち
特

まち
特

まち
特

まち
特
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１．町民の乗車運賃の実質無料化による取扱いについて（協力要請）
★ 浜頓別線、音標・雄武線の乗車運賃の実質無料化（町民限定）による取扱いの協力要請について
① 通学定期料金（小学生、中学生、高校生）の町から宗谷バス㈱への一括支払いによる事務処理の効率化と保護者の負担軽減
② 町民パス発行による実績精算方式の導入による一括町支出  浜頓別町・雄武町との負担割合のため運賃収入の明確化

 高齢者パスの廃止（町民の無料化）による事務処理の効率化と運賃収入の明確化
 各路線の運行便における乗車人数の適正な把握が可能 ＝ 宗谷バスにおける運行便ごとの乗車人数の把握及び請求

２．音標・雄武線の一部コミュニティバス化への転換について（要請）
地域公共交通の将来像として掲げている「選択と集中によるバス路線の効率化と持続可能な公共交通体系の再構築」を実現するため、

現行の音標・雄武線の郡界での折返し便についても、直営によるコミュニティバス化へ令和4年10月から変更することとして、宗谷バ
ス株式会社へ申し入れを行っています。

３．都市間バス えさし号「札幌線」の車両更新に伴う要望事項の確認と支援内容について
★ R3 枝幸町補助：3,200万円（中古車2台） ★ H24 枝幸町補助：3,500万円（1台） ★H28 美深町補助：1台

宗谷バス株式会社との協議事項Ⅱ
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